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The overview of Policy trends and political factors
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［Abstract］The long-term care insurance model had been introduced in 15 cities including Bei-
jing and Shanghai in China since June 2016.  The preparation of the social security system and 
financing of the nursing-care system are still in the early founding stage at present.  Why did Chi-
na start introducing long-term care insurance system at this stage?  This paper will identify the 
policy factors attached to this trend and analyze the political situation in the international context 
around China.
 First, China is trying to pursuit itself as one of super powers in Asia. China is sensitive about 
the level of development of Japan and Korea in the policy development.  Both Japan and Korea 
have introduced the long-term care insurance system.  The above described conditions seem to 
motivate China to move ahead.
 Secondly, Chinese bureaucracy in the field found various long-term care policies for the 
elderly and regulations as opportunities for their expansion of their power and authority for 
fulfilling their vested interest.  In other words, bureaucracy’s ambition has contributed China to 
introduce the long-term care insurance system in the early stage of their policy development.
 Thirdly, after the reform and opening up of the country, the China bureaucracy has acquired 
expert knowledge about care policies.  And they became deeply involved in planning the long-
term care policies, preparing bills, securing and allocating the budget.  The bureaucracy has actu-
ally been drafting the China’s long-term care insurance system.
 If China plans to establish the long-term care insurance policy in the near future, they need 
to identify the policy goals and the process of this system in order to meet the needs of the soci-
ety that would gain the support by the general public.
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2012 年 国務院 『老人権益保障法』改正版を実施、家族介護＋地域介護モデルを主張
2013 年 国務院 「養老サービス業の加速発展に関する若干の意見」
2014 年 民政部 「養老施設の入所利用料の管理に関する指導意見」
2014 年 建設部 「養老施設建築の促進に関する意見」
2014 年 民政部 「養老サービスの人材育成に関する通知」
2014 年 衛生部 「医療衛生と養老介護の統合に関する推進意見」
2014 年 商業部・民政部「外国資本より高齢者介護事業の進出に関する公報」
























　2015 年までに約 19.8 億元を積み立てた。
② 毎年、個人口座に記帳された掛金の 0.5％を職工長期介護保険基金に割り
当てる。
　2015 年に約 6 億元が割り当てられた。　（1 人あたりの負担額 156 元）
住民長期医療介護保険 その年に集めた住民社会医療保険の 10％を住民医療介護保険基金に割り当
てる。
　2015 年に約 3 億元が割り当てられた。　（1 人あたりの負担額 61 元）
福祉宝くじの受益金 補助的な財源となる。









・介護訪問利用         1日50元   （定額）
・介護施設に設けられたホスピス病床利用   1日65元   （定額）
・2級、3級病院に設けられた介護病床利用  1日170元  （定額）
・農村地域診療所「社区巡回」利用    年間800 ～ 1000元
自己負担は､ 在宅及び介護施設のサービスを利用する場合に低くしている､ 医療機関により提
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被保険者 : 海淀区に戸籍を持つ 18 歳以上の住民が、任意で加入できる。
保険料納付期間 : 満 15 年間の納付を収めれば、65 歳以上、要介護重度状態になる場合は、毎月
1900 元の介護給付を利用できる。
保険基金の構成：個人納付、政府補助、介護サービス供給機構より拠出する互助金から構成される。
個人納付の保険料は、18 歳から 39 歳までの住民が年間 1140 元で、年間一括払いの形
で取っている。政府が個人納付金の 20 ％に相当する補助金を負担するため、実際に負
担する保険金額は 912 元となる。40 歳～49 歳までの住民の保険金額は、基準の 912 元
より 10 ％上回る年間約 1003 元となる。60 歳以上の住民は、基準より 20 ％を上回る
1094 元となる。すでに要介護状態になった 65 歳以上の高齢者は、15 年分の保険料を一
括で納付すれば、介護保険サービスを利用することができる。個人に対する政府の補助
は 15 年間が上限である。
介護給付 : 要介護度により、三段階に分けて対応する。要介護軽度の場合には給付金が毎月 900







































































2）  国家老齢弁「第 4 次城郷老年人生活状況調査」統計データ 2015 年
3）  唐鈞「失能老人護理補貼制度研究」『江蘇社会科学』2014 年第 2 期
4）  楊団「中国長期照護的政策選択」『中国社会科学』2016 年 11 期
5）  呉玉韶主編『中国老齢事業発展報告 2013- 老齢藍皮書』社会科学文献出版社 2013 年 2 月
6）  秦敬柱 , 李慧博 , 尹君磊「青岛市长期医疗护理保险的设计思路和实施效果」中华医院管理杂志 , 2014, 30
巻 7 期  
7）  青島早報 2016 年 10 月 11 日
8）  北京義徳社会工作発展中心編「北京市長期照護保険制度研究（北京市老人協会プロジェクト）」2016 年 
8 月
9）  北京市海淀区政府「海淀区居家養老失能護理互助保険試点弁法」2016 年 7 月
10）  ここの官僚は、一般に、国家の政策決定に大きな影響力を持つ公務員をいう。
11）  鄭也夫「官僚の学歴」『戦略与管理』2013 年 3･4 期
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